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借入金・預金の現在高

平成２５年度特別会計決算

平成２５年度一般会計決算

留保資金

　
平
成
　
年
第
６
回
片
品
村
議
会
定
例
会
が
、
９
月
４
日
〜

　
日
ま
で
の
８
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

﹁
平
成
　
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
認
定
﹂﹁
平
成

　
年
度
一
般
会
計
及
び
６
特
別
会
計
の
補
正
予
算
﹂
﹁
条
例
の

一
部
改
正
﹂
﹁
指
定
管
理
者
の
指
定
﹂
﹁
片
品
村
振
興
公
社
の

経
営
状
況
の
報
告
﹂
﹁
片
品
村
名
誉
村
民
の
推
挙
﹂﹁
手
話
言
語

法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
﹂
等
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

第６回定例会 2

* 収益的収入・支出については税抜きの金額です。
　収支差は、法律に基づき現金の支出を伴わない
　雑支出計上のためです。

*資本的支出はスキー場施設建設改良費、他会計
　借入金の償還で支出の不足分3,333万円は留保
　資金で補填しました。
　なお、他会計借入金残は２億 9,250 万円です。

国民健康保険

国民健康保険

簡易水道事業

介護保険

下水道事業等

後期高齢者医療

   合　　計

歳入決算額

歳出決算額

繰越明許費繰越額

事故繰越し繰越額

実質収支額

３０億９，６５９万円

１８億７，３２３万円

基金へ繰入

平成26年度予算へ繰越

内　訳

１億５，０００万円

１億３，２４１万円

（前年度比 1 億3,439万円増）

（前年度比　　 8,169万円減）

年度末村債（借入金）現在高

年度末基金（預金）残高

４４億２，００２万円 

４１億　 ４８４万円  

３，０５８万円 

２１９万円  

２億８，２４１万円 

収益的収入・支出

資本的収入・支出

１億　 ９１７万円

１億７，４００万円

１億１，７０６万円

２億　 ７８３万円

△７８９万円

０

（7,644 万円）

（０）

会 計 名

観光施設事業 支　出 利　益収　 入　     （一般会計からの補助金）

歳入決算額
翌年度繰越額の内訳

基金繰入金 Ｈ26年度予算へ
翌年度繰越額( 一般会計から繰入 )

８億５，６２５万円

９，７６２万円

５億　 ２００万円 

１億　 ３１２万円 

５，５６６万円

１６億１，４６５万円

９，４８６万円

７８７万円 

９９５万円 

４８４万円 

１４６万円 

１億１，８９８万円

歳出決算額

７億６，１３９万円

８，９７５万円

４億９，２０５万円

９，８２８万円

５，４２０万円

１４億９，５６７万円

４，８００万円

０

０

０

０

４，８００万円

４，６８６万円

７８７万円 

９９５万円 

４８４万円 

１４６万円 

７，０９０万円

(1 億 5,495 万円）

（1,824 万円）

（8,296 万円）

（7,948 万円）

（2,161 万円）

(3 億 5,724 万円）

簡易水道事業

介護保険

下水道事業等

  合　　 計

０

２億　 ２０３万円

０

４億３，０６８万円

６億３，２７１万円

1 億１，３４９万円

２，７９０万円

３万円

０

１億４，１４２円

年度末村債他（借入金）現在高 年度末基金（預金）現在高

観光施設事業 ４億６，６５０万円 ８，９７７万円

年度末借入金現在高 留保資金

ワンポイント解説

現金の支出を必要としない
経費で、具体的には減価償
却費などが留保された資金
です。
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26

25

11



片品村振興公社㈱の経営状況の報告監査委員の審査意見

財政の健全化判断比率の報告

片品村の公営企業の資金不足比率

事業概要

花の駅・片品「花咲の湯」

▲

寄居山温泉

▲

旅行部

▲

かたしなや

▲

実質公債費比率

資金不足比率

第 6 回定例会3

　平成２５年度の村債は４億５，４４０万円で、主に消防

　施設整備、塗川橋下部工、戸倉・富士見下線整備、除

　雪機械購入、武尊牧場内道路改良、片品小学校改築設

　計委託などの他、福祉医療費支給事業等のソフト事業

　に充当されている。

公社の総売上　　 ３億２，８０８万円　

村としての益金　　　　　４０６万円

公社税引後当期利益額　　　２７万円

入込客数　　　　　　　　１４６，３５０人
（村外利用者 119,926人、81.9%）
売上金額　　　　　　　　 ２億２６５万円
仕入代金　　　　　　　　　７，９０５万円
販売管理費及び公社手数料 １億２，０３５万円
益金　　　　　　　　　　　　  ３２５万円

入込客数　　　　　　　　　３９,０８０人
（村外 16,697 人、42.7％）
売上代金　　　　　　　　  １，５６７万円
仕入　　　　　　　　　　　　 ２０８万円
販売管理費及び公社手数料　　１，２０６万円
益金　　　　　　　　　　　　１５２万円

年間受入人数　５，４４３人（延べ１３，４９３人）

売上金　　６，３５３万円
仕入代金　５，２１７万円
販売管理費及び公社手数料　　２，２９９万円
益金　　△１，１６３万円（村委託金対応）

売上　　　　　　　　　  ４，６２２万円
仕入　　　　　　　　　  ２，００８万円
販売管理費及び公社手数料　２，６８５万円
益金　　　△７１万円（公社売上金対応）

　村税の収納率は 65.4％で前年度より 3.3 ポイント減、

　収入未済額は３億３８万円と前年度より３，２１４万円

　増額で、固定資産税の増が主なものである。その未収

　入額について、今後早急な対応が必要である。

　地方交付税は２０億６，６２０万円で、前年度より１６０

　万円減額となり、歳入総額の４６．７％を占めている。

　国民健康保険税の収納率は 80.3％、一人あたりの

　診療費は１７６，７２０円（年間）で、前年度より３万

　１，９０１円減っている。

　被保険者の高齢化等による医療費の増大や収納率の低

　下など非常に厳しい運営が予想される。

　水道料の収納率は 6 2 . 8 ％、一人あたりの１日平均給

　水量は、３７５ℓ、堅実な運営を図るために未収金の解

　消に努力されたい。

　下水道への加入率は 5 5 . 9 ％と依然低く、適切な対応

　を望む。

　職員の資質向上を図り、住民の期待に応える行政執行

　がなされるよう一層の努力を希望したい。

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
実質赤字比率

特別会計の名称

観光施設事業特別会計

簡易水道事業特別会計

下水道事業等特別会計

資金不足なし

資金不足なし

資金不足なし

ー

ー

ー

資金不足比率 備　　考

Ｈ２５年度 ー（赤字 0）

１５ ２０ ２５ ３５０

ー（赤字 0） ７．４ −

早期健全化基準

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

ワンポイント解説

* 数値は小さいほどより健全です。

村の税金等、毎年決まって
入るお金に対して、借金返
済額がどの程度の割合にな
るかを示す指標です。

ワンポイント解説

* 資金不足が無い場合は「ー」表示、
　20%以上は経営健全化計画を定め
　なければなりません。

資金不足による経営状況の
悪化の度合いを示す指標です。

（単位：％）

* 片品村のそれぞれの比率については早期健全化基準に該当せず、大変良好な
　比率となっています。



第７回 臨時会

平成２６年度９月補正 主な一般会計補正

請願審議結果

条例の一部改正・変更

指定管理者の指定

片品村名誉村民の推挙について

工事請負契約

工事請負契約

4第６回定例会・第７回臨時会

一般会計

歳　　入

地方消費税

地方交付税

国庫金支出

県支出金

前年度繰越金

村債

民生費

農林水産費

土木費

消防費

教育費

（うち国体費）

歳　　出

4,200,457

848,826

87,800

102,240

507,054

121,520

58,561

161,158

41,856

6,866

2,800

9,718

3,830

955

4,361,615

890,682

94,666

105,040

516,772

125,350

59,516

△10,958

9,070

56,005

10,355

89,532

（38,885）

△17,000

105,358

33,858

7,342

82,410

△51,060

会　計　名 歳入歳出補正前 補正額 補正後

（単位：千円） （単位：千円）

国民健康保険

簡易水道

村営観光施設

９月定例会において審議された請願は、下記のとおり決定しました。

受理年月日 件　　名 請　願　者 付託委員会 審議結果

日本を再び戦争する国にする

「集団的自衛権行使容認」の

閣議決定の撤回を求める意見

書提出を求める請願書

利根沼田戦争をさせない実行委員会

沼田市坊新田町 1106 番地（事務局）

実行委員長　木村朝次郎

他１９名

利根郡みなかみ町西峰須川

688-2 番地

利根沼田聴覚障害者協会

会長　本多健三郎

総務文教

常任委員会

総務文教

常任委員会

継続審査

採　択
手話言語法制定を求める意見

書の提出を求める請願書

平成 26 年

8 月 19 日

平成 26 年

8 月 25 日

介護保険

下水道事業等

後期高齢者医療

　片品村営スノーパル・オグナほたかについ

ては、現在の指定管理者である、武尊山観光

開発株式会社が引き続き管理することが望ま

しいと考え、指定管理をお願いする。

　期間は平成 26 年10月１日から平成 31 年

９月 30 日の５年間とする。　　 【全員賛成】

法人税率の一部が改正されたことに伴い

条例の一部を改正。　　　　　【全員賛成】

消費税率の改定に伴う施設利用料金の改正。

　　　　　　　　　　　　　　【全員賛成】

　尾瀬の環境保全や地域活性化に貢献されて

いるため、　川廣和氏（埼玉県さいたま市）を

推挙。　　　　　　　　　　　　【全員賛成】

片品村税条例の一部改正

片品村営スノーパル・オグナほたか
施設利用料徴収条例の一部改正

10 月 7 日、第 7 回臨時会を開催。

工事請負契約（２件）の締結について、

原案のとおり全員賛成で可決しました。

契約の目的　　村道新井・伊閑町線

　　　　　　　三松橋　長寿命化対策工事

契約の方法　　指名競争入札による契約

契約金額　　　１億 1，９８８万円

契約の相手方　光井工業株式会社

工期　　　　　契約の日から 

　　　　　　　 平成２７年３月３１日まで

契約の目的　　片品村立片品小学校改築工事

契約の方法　　指名競争入札による契約

契約金額　　　１0 億 6，７０４万円

契約の相手方　沼田・司・角田

　　　　　　　片品村立片品小学校改築工事

　　　　　　　特定建設工事共同企業体

工期　　　　　契約の日から

　　　　　　　 平成２７年１２月３１日まで

▲
▲
▲
▲
▲

▲
▲
▲
▲

▲



一般質問

 

　
長
年
の
風
雪
で
施
設
が
傷

ん
で
お
り
、
改
修
の
必
要
性

が
痛
感
さ
れ
る
が
、
そ
の
対

策
は
。

 
　
大
切
な
資
料
が
保
存
さ
れ

て
い
る
が
、
保
存
や
展
示
の

た
め
の
資
料
館
を
考
え
て
い

る
の
か
。

 

　
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て

の
保
存
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
情
報
発
信
に
つ

い
て
考
え
は
。

富
岡
製
糸
場
が
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
、
養
蚕

関
係
に
関
心
が
集
ま
っ
て

い
る
な
か
、
村
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
﹁
永

井
流
養
蚕
伝
習
所
実
習
棟
﹂

の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て

永
井
紺
周
郎
・
い
と
の
功

績
の
発
信
と
資
料
保
存
に

つ
い
て

答

答

答

答

答

村
政
を
問
う
！

Ａ
地
元
や
地
域
、
文
化
財
調
査
委
員
、
村
内
有
志

の
考
え
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
た
い

管
理
・
修
理
は
所
有
者
が
行
う
も
の
だ
が
、

特
別
な
事
由
な
ら
村
が
補
助
で
き
ま
す

Ａ

一 

般 

質 

問

5

問

問問

星野  千里 議員

　
今
年
７
月
に
、
村
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

村
の
文
化
財
保
護
条
例
で
は
、

管
理
ま
た
は
修
理
復
旧
に
つ

い
て
は
、
所
有
者
が
行
う
も

の
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
た
だ
し
、
特
別
な
事
由
が
あ
る

場
合
は
村
が
補
助
で
き
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

　
文
化
財
は
未
来
へ
伝
え
残

さ
れ
る
べ
き
大
切
な
も
の
と

考
え
て
お
り
、
他
の
民
族
歴

史
資
料
と
合
わ
せ
て
所
有
者

や
地
元
の
方
々
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
保
存
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

問　
世
界
遺
産
登
録
準
備
段
階

で
、
ぐ
ん
ま
絹
遺
産
に
養
蚕

伝
習
所
を
県
に
申
請
し
ま
し

た
が
登
録
に
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
地
域
資
源
に
気
づ
き

磨
き
高
め
る
こ
と
が
必
要
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
観
光
エ
リ
ア
の
整
備

活
用
に
つ
い
て
は
、
養
蚕
伝

習
所
実
習
棟
の
正
し
い
保
存

等
が
必
要
で
あ
り
地
元
や
地

域
の
方
、
文
化
財
調
査
委
員

や
村
内
有
志
の
皆
様
の
考
え

を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

問　
養
蚕
伝
習
所
は
７
月
に
村

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
文
化
財
は
教
育
委

員
会
が
担
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
な
対
応

は
教
育
委
員
会
に
お
い
て
処

理
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

村
と
し
て
は
教
育
委
員
会
の

要
請
に
応
じ
て
可
能
な
限
り

協
力
し
て
い
く
考
え
で
す
。

︵
村
長
︶

　
文
化
財
め
ぐ
り
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
大
変
好
評
を

得
て
お
り
、
電
子
版
で
は
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
文
化
財

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
本
施
設
に
つ
い
て
も
新
た

に
こ
こ
に
ア
ッ
プ
す
る
と
と

も
に
、
今
の
時
代
に
合
っ
た

も
の
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

改
修
の
必
要
性
が
あ
る
が
、
そ
の
対
策
は
？

Ｑ

永
井
流
養
蚕
伝
習
所
を
含
め
た
歴
史
観
光

エ
リ
ア
と
し
て
の
整
備
・
発
信
は
？

Ｑ

 

　
施
設
周
辺
に
は
村
の
指
定

文
化
財
で
あ
る
﹁
針
山
の
天
王

ザ
ク
ラ
﹂・﹁
穴
観
音
と
蚕
稲
荷

神
社
﹂
が
隣
接
し
て
い
る
の
で
、

歴
史
観
光
エ
リ
ア
と
し
て
発
信

で
き
る
と
思
う
が
、
村
と
し
て

整
備
や
活
用
に
つ
い
て
は
。

 

　
紺
周
郎
・
い
と
の
調
査
研

究
を
し
た
方
々
に
対
し
て
の

サ
ポ
ー
ト
や
協
力
が
必
要
と

思
う
が
。

富岡製糸場伝道師協会が養蚕伝習所を訪問（９月 16日）



答

答

答

答

村
名
の
変
更
に
つ
い
て

答

答

村
名
変
更
は
有
意
義
な
方
法
と
考
え
ま
す
の
で
、

住
民
の
意
識
調
査
を
行
い
ま
す

Ａ

村
民
の
意
識
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
桧
枝

岐
村
と
連
絡
を
取
り
合
い
た
い

Ａ

一 般 質 問 6

 

　
歴
史
的
な
つ
な
が
り
の
深

い
檜
枝
岐
村
に
村
名
の
同
時

変
更
を
呼
び
か
け
、
文
化
・

観
光
な
ど
の
連
帯
性
を
共
有

す
べ
き
で
は
。

問

 

　
日
本
創
世
会
議
の
提
言
で
は
、

２
０
４
０
年
に
約
半
数
の
自
治
体

が
消
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
予
想

し
て
い
る
。
認
識
を
聞
き
た
い
。

問　
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
平
成
　
年
度
か
ら

第
三
子
以
上
の
出
産
祝
い
金

万
円
の
支
給
、
平
成
　
年
度
か

ら
は
２
歳
児
以
上
の
園
児
の
保

育
料
を
無
料
化
、
２
人
目
以
降

の
学
校
給
食
費
を
免
除
、
な
ど

少
子
化
対
策
並
び
に
子
育
て
支

援
を
実
施
し
、人
口
減
少
を
抑
え

る
対
策
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

 

　
我
が
村
が
小
さ
く
て
も
輝

き
続
け
る
た
め
に
は
、
村
の

ブ
ラ
ン
ド
化
が
不
可
欠
で
あ

り
、
村
名
の
変
更
を
戦
略
的

に
す
べ
き
で
は
。

問

︵
村
長
︶

　
知
名
度
ア
ッ
プ
や
村
の
ブ

ラ
ン
ド
化
の
た
め
に
も
、
村

名
の
変
更
は
有
意
義
な
方
法

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
村
名
は
、
文
化
・
風
土
・

愛
着
・
村
の
成
り
た
ち
な
ど

が
決
定
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
住

民
の
愛
着
や
村
名
へ
の
思
い

と
考
え
ま
す
の
で
、
村
民
の

意
向
調
査
は
重
要
で
あ
り
、

今
後
、
第
４
次
総
合
計
画
を

策
定
す
る
に
あ
た
り
住
民
の

意
識
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

村
名
の
変
更
に
つ
い
て
も
、

住
民
の
声
を
伺
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

︵
村
長
︶

　
村
民
の
意
識
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
た
上
で
、
檜
枝
岐

村
と
連
絡
を
取
り
合
い
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

︵
村
長
︶

 

　
村
の
力
を
保
ち
続
け
る
た
め

に
選
択
と
集
中
が
必
要
で
あ
り
、

観
光
と
農
業
で
食
べ
て
い
く
と

い
う
再
認
識
と
決
意
が
不
可
欠

と
思
う
が
。

問　
新
し
い
総
合
計
画
で
も
、
農

業
と
観
光
は
村
産
業
の
基
軸
と

考
え
て
お
り
、
村
の
力
を
保
ち

続
け
る
た
め
に
も
、
重
要
な
こ

と
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

︵
村
長
︶

　
ト
マ
ト
生
産
の
よ
う
な
高

付
加
価
値
集
約
型
の
農
業
を

推
進
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年

４
月
に
、
農
業
と
観
光
の
連

携
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、
片
品
村
農
業
観
光

活
性
化
推
進
委
員
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

 
　
片
品
の
農
業
は
半
年
し
か

で
き
な
い
。
高
付
加
価
値
農
業

を
展
開
す
る
必
要
性
が
あ
る

と
思
う
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

問

︵
村
長
︶

　﹁
尾
瀬
は
知
っ
て
い
る
が
片

品
は
知
ら
な
い
﹂
と
多
く
聞

き
ま
す
。
全
国
ブ
ラ
ン
ド
の

尾
瀬
を
活
用
し
た
尾
瀬
の
郷

と
い
う
位
置
づ
け
を
さ
ら
に

広
め
る
必
要
性
は
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

 

　
３
つ
の
谷
の
特
性
を
生
か

し
た
観
光
行
政
は
推
進
す
る

べ
き
だ
が
、
全
国
か
ら
見
た

片
品
村
の
認
識
は
尾
瀬
の
郷

だ
と
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

星野  精一 議員

本
村
が
輝
き
続
け
る
た
め
に
、
村
名
の
変
更
を

す
べ
き
で
は
？

Ｑ

桧
枝
岐
村
に
︵﹁
尾
瀬
﹂
入
り
の
︶
村
名
の
同
時

変
更
を
呼
び
か
け
る
べ
き
で
は
？

Ｑ

広報かたしなの表紙

片品村史の見開き

片品の百年の表紙

20

30

25



特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

及
び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
建
設
に
つ
い
て

答

答答

答

要
望

答

桜
花
苑
か
ら
特
養
ホ
ー
ム
等
の
増
設
・
建
設

予
定
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

Ａ

教
職
員
住
宅
の
一
部
を
高
齢
者
一
人
暮
ら
し
用

に
考
え
て
い
ま
す

Ａ

一 般 質 問7

 

　
片
品
村
内
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
及
び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
建
設
希
望
を
出
し
て
い
る
社

会
福
祉
法
人
は
あ
る
か
。

問
︵
村
長
︶

︵
村
長
︶

︵
村
長
︶

 

　
社
会
福
祉
法
人
が
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
建
設
す
る
場
合
、
村

は
建
設
用
地
確
保
や
建
設
費
用

の
助
成
を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

問

 

　
一
人
暮
ら
し
老
人
対
策
と

し
て
、
村
は
何
か
考
え
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

問

　
県
や
関
係
機
関
と
協
議
し

な
が
ら
、
総
合
的
に
勘
案
し

策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桜

花
苑
か
ら
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
の
３
年
間
の
期
間

中
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

及
び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
増

設
及
び
建
設
の
予
定
を
し
た

い
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
時
点
で
は
他
の
社

会
福
祉
法
人
か
ら
の
建
設
希

望
の
話
は
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
施
設
建
設
が
具
体
化
す
れ

ば
、
国
・
県
の
補
助
枠
の
確
保

に
つ
い
て
村
が
対
応
で
き
る

こ
と
は
し
っ
か
り
と
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

︵
村
長
︶

　
団
体
か
ら
の
要
望
に
応
じ

て
、
村
が
対
応
で
き
る
こ
と
は

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
村
を
挙
げ
て
老
人
福
祉
の

拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

︵
村
長
︶

　
教
職
員
住
宅
は
、
片
品
村

内
に
於
い
て
は
比
較
的
好
位

置
に
立
地
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
一
部
を
﹁
高
齢
者
一
人

暮
ら
し
用
﹂
に
使
え
る
よ
う

に
考
え
て
お
り
ま
す
。
限
ら

れ
た
部
屋
数
で
す
の
で
、
入

居
資
格
、
条
件
等
の
調
整
等
、

今
後
検
討
課
題
も
あ
り
ま
す

が
で
き
る
だ
け
安
価
で
使
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

 

　
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
中
に
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

及
び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設

計
画
を
策
定
す
る
か
。

問

 

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及

び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設

を
実
現
す
る
た
め
に
、
今
後
、

国
、県
の
補
助
枠
確
保
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
行
く
考
え
か
。

問

星野  育雄 議員

村
内
に
特
養
ホ
ー
ム
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

建
設
希
望
が
出
て
い
る
か
？

Ｑ

村
が
考
え
る
一
人
暮
ら
し
老
人
対
策
は
？

Ｑ

敬老会記念写真
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協
議
事
項

答

答答

意
見

意
見

意
見

答

答答答

答

常 任 委 員 会 8

討  議  し  ま  し  た

　
　
片
品
中
学
校
が
大
規
模
改

修
か
ら
全
面
改
築
に
変
わ
っ
た

の
か
。

　
　
防
災
計
画
の
中
で
避
難
指

示
の
発
令
基
準
は
。

　
　
永
井
紺
周
郎
・
い
と
の
旧

養
蚕
伝
習
所
が
村
重
要
文
化
財

指
定
さ
れ
た
こ
と
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
Ｐ
Ｒ
を
。

　

日
本
を
再
び
戦
争
す
る
国
に

す
る
﹁
集
団
的
自
衛
権
容
認
﹂

の
閣
議
決
定
の
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　

手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　

国
防
及
び
外
交
は
、
国
が
行

う
も
の
で
あ
り
法
改
正
な
ど
複

雑
な
問
題
が
あ
る
。
今
後
の
国

会
審
議
を
見
守
り
な
が
ら
継
続

審
査
と
す
る
。 

令
と
い
い
ま
す
か
、
発
令
基
準

の
再
度
の
見
直
し
と
新
基
準
と

の
整
合
性
を
お
願
い
し
た
い
。

　

片
品
村
に
は
、
３
６
０
カ
所

警
戒
区
域
と
い
う
の
が
あ
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
早
め
の
発

　

手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
、

研
究
す
る
環
境
整
備
の
法
整
備

が
必
要
と
思
わ
れ
る
の
で
全
員

賛
成
で
採
択
と
す
る
。 

　

耐
力
度
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

文
科
省
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る

方
向
に
な
り
ま
し
た
。

　

片
品
村
防
災
計
画
に
あ
り
ま

す
。
平
成　

年
度
に
改
正
し
ま

し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

村
の
文
化
財
巡
り
に
ア
ッ
プ

し
ま
す
。

問

問　
　
国
体
準
備
の
進
捗
状
況
と

夏
場
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ

ー
ス
の
使
用
状
況
は
。

問

　
　
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て
は
再
考
し
た
方
が
良
い

と
い
う
意
見
も
聞
い
て
い
る
が
。

問報
告

︵
総
務
課
長
︶

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
は
圧
雪

車
の
車
庫
、
進
入
路
、
ジ
ャ
ン

プ
は
ア
プ
ロ
ー
チ
、
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
バ
ー
ン
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
宿
泊
、
輸
送
は
観
光

協
会
に
委
託
し
、
仮
宿
泊
と

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
表
を
作

成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
使

用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
夏

場
は
県
内
の
大
学
陸
上
部
や
各

県
の
選
手
団
が
下
見
と
練
習
を

兼
ね
て
訪
れ
て
い
ま
す
。

︵
国
体
事
務
局
長
︶

　

現
在
、
来
会
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
結
果
を

ふ
ま
え
て
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

来
年
度
、
子
育
て
支
援
法
に

よ
っ
て
、
保
育
時
間
を
午
前
７

時
３
０
分
か
ら
午
後
６
時
３
０

分
ま
で
の
延
長
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
保
護
者
に
若
干
の
保
育

料
の
負
担
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

︵
国
体
事
務
局
長
︶

︵
保
健
福
祉
課
長
︶

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

　

現
場
の
状
態
や
職
員
の
意
見

な
ど
を
聞
き
な
が
ら
拙
速
に
な

ら
な
い
よ
う
に
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

　

６
年
生
は
新
校
舎
に
は
入
れ

ま
せ
ん
が
、５
年
生
の
卒
業
式
を

新
校
舎
で
行
う
か
検
討
い
た
し

ま
す
。
片
中
校
舎
建
設
は
基
本

計
画
を
関
係
者
等
を
含
め
て
立

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

二
、
補
正
予
算
に
つ
い
て

三
、
所
管
事
務
に
つ
い
て

一
、
請
願
に
つ
い
て

︻
第
２
号
︼

︻
第
３
号
︼

問

　
　
今
年
度
中
の
基
本
設
計
は

可
能
か
。

問　
　
小
学
校
・
中
学
校
の
建
て

替
え
で
、
今
の
５
、
６
年
生
は

ず
っ
と
仮
住
ま
い
的
な
状
態
で

教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
。

問

24

　
　
救
急
車
の
出
動
回
数
が
増

加
し
て
い
る
が
。

　

広
域
消
防
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

尾
瀬
で
の
け
が
人
の
救
助
が
増

加
の
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。
村

民
の
救
急
時
の
こ
と
を
考
慮
し

対
応
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
︵
総
務
課
長
︶

片品中学校校舎（鎌田）



問問

問

観 光 産 業 常 任 委 員 会

協
議
事
項

答

答

答 答

答答

答

9

委  員  が  慎  重  に

常 任 委 員 会

︵
農
林
建
設
課
長
︶

　
　
し
尿
処
理
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
今
は
、
沼
田
市
に
頼
ん
で
い

ま
す
が
、
そ
れ
を
自
前
で
処
理

で
き
る
方
向
で
検
討
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
こ
の
夏
の
観
光
客
の
入
り

込
み
は
ど
ん
な
状
況
か
。

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
消
費
税
、

高
速
道
路
の
料
金
、
長
雨
な
ど

が
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　
村
内
全
体
の
集
計
は
出
来
て

い
ま
せ
ん
が
、
尾
瀬
の
お
客
さ

ん
は
だ
い
た
い
二
割
前
後
減
っ

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　
　
二
つ
以
上
の
県
を
ま
た
い

で
市
町
村
が
同
じ
目
的
を
持
ち

観
光
客
を
増
や
し
て
い
く
﹁
広

域
観
光
圏
﹂
を
具
体
化
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
尾
瀬
を
核
と
し
た
様
々
な
組

み
合
わ
せ
を
広
域
的
に
展
開
す

る
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

クマの檻（越本）

花咲クリーンセンター（花咲）

低公害車両の試験運行（戸倉）

　
　
一
ノ
瀬
〜
大
清
水
の
間
の

社
会
実
験
の
今
後
の
展
開
は
。

　
　
武
尊
牧
場
の
キ
ャ
ン
プ
場

か
ら
北
側
の
駐
車
場
ま
で
、
道

路
を
造
る
予
算
を
取
っ
て
あ
る

が
、
今
後
ど
う
い
う
ふ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
今
、
試
験
を
や
り
な
が
ら
実

用
化
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
と
検

討
を
し
て
い
ま
す
。

　
関
係
機
関
と
今
後
調
整
し
て
、

時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

問
︵
村
長
︶

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　
４
０
１
号
線
に
つ
い
て
は
、

整
備
改
良
促
進
と
い
う
こ
と
で

既
存
の
道
路
整
備
を
含
め
て
息

長
く
、
諦
め
ず
に
や
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
金

精
峠
の
年
間
開
通
に
つ
い
て
は
、

両
県
が
よ
し
や
ろ
う
と
い
う
環

境
を
つ
く
る
こ
と
が
先
決
だ
と

思
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

　
機
会
が
あ
る
ご
と
に
防
災
無

線
な
ど
で
周
知
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
猟
友
会
と
も
連
絡
を
密

に
と
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

︵
農
林
建
設
課
長
︶

一
、
所
管
事
務
に
つ
い
て

問

　
　
檜
枝
岐
と
片
品
の
未
供
用

部
分
、
金
精
峠
の
年
間
開
通
を
、

ど
う
認
識
す
る
の
か
。

問　
　
獣
害
、
特
に
ク
マ
対
策
は

ど
う
対
処
し
て
い
る
の
か
。

問



檜枝岐村議会

片品村議会が目黒区民まつりに参加！

との 交 流 会

５２％

３３％

６０％

９２％

４２％

９２％

４１％

２９％

５３％

交  流  会 10

　９月１８日～１９日に慣例の檜枝岐村議会との交流

会が片品村で行われました。

　今回の特徴は檜枝岐村議会の全議員が沼山峠から尾

瀬沼を経由して大清水まで徒歩で来たことでしょう。

　車を使えば、栃木県経由で約１７０㎞、５時間ほど

のところを尾瀬沼経由で歩けば約５０㎞、５時間ほど。

この両方をきちんと体験することが“ 近くて遠い村 ”

からの脱却につながると思えます。

　檜枝岐の皆さんには大清水～一ノ瀬間の社会実験車

両に乗っていただいた後に両村議会で４０１号線の現

地視察を行いました。

　その後、岩鞍リゾートホテルにおいて、環境省片品

自然保護官事務所の牧野自然保護官から、シカの食害

の現状と対策についての講演がありました。この問題

については、両村とも危機感も強く、その後の質疑応

答も活発に行われました。

　現在、本村は様々な自治体と兄弟づきあいをさせて

いただいておりますが、檜枝岐村との歴史の深さを実

感できた交流会であったことを報告いたします。

　片品村議会は、都市との交流を進める特別委員会の

一環で、９月１４日（日）開催の、第３８回目黒区民

まつりに参加して、むらづくり観光課職員３名の協力

を得ながら、観光農業の目玉であるトマトとトウモロ

コシの販売を通じ、またぐんま冬国体が間近の、片品

村を知っていただくようＰＲに努めてきました。

　一日で５万人の来場者とも言われるこの祭りでは、

東日本大震災からの復興に尽力する気仙沼市からの

5 , 0 0 0 匹のさんまが焼かれ食べて貰うということで、

そのさんまを食べるのに朝早くから大勢の方々が並び、

最後尾の方が食べるのに４時間掛かるほどでした。

　片品ブースでは「知っているかい片品アンケート」

を実施しました。調査対象人数は２００人で、次のと

おりでした。

　また目黒区民まつりに参加した他の自治体や関連団

体へのアンケート調査も行いました。

　今回の参加で得た経験やアンケートをもとに、目黒

区との交流が盛んになるよう努力していきたいと思い

ます。今後とも関係者のご協力をお願いしまして報告

といたします。　　　　　　　（委員長　入澤登喜夫）

●片品村を知っている・・・・・・・・→

●片品村に行ったことがある・・・・・→

●片品村に行きたいと思う・・・・・・→

●尾瀬を知っている・・・・・・・・・→

●尾瀬に行ったことがある・・・・・・→

●尾瀬に行きたいと思う・・・・・・・→

●片品のスキー場を知っている・・・・→

●片品のスキー場に行ったことがある・→

●片品のスキー場に行きたいと思う・・→

自然保護官の講演（土出）

４０１号線の現地視察（戸倉）

5,000 匹のさんまを焼く様子

片品コーナーの前



興味深い

         30%

少し期待したい

        34%

あまり期待しない 6%

全く期待しない 1%

あまり面白くない 9%

工夫が必要だ 7%

面白い 5%

読まない・・・面白みがない 1%
関心がない    1%
知らなかった 1%
無回答          3%

いつも読む

　　65%

大いに

期待したい

　59%

ためになる

　　43%

村 民 の 声

村 民 の 声11

　議会広報編集特別委員会は、9 月 28 日（日）、片品
村収穫祭にて、「議会だより・かたしな」と広報活動に
関するアンケート調査を村民100名限定で実施しました。
その結果、議会だよりへの関心は高いうえ、さらなる
誌面の充実が望まれ、かつ双方向交流が可能な広報活
動が期待されていることが分かりました。

　まずは「議会だよりを読んでいますか？」の三択質問

には、「いつも読む」65％、「たまに読む」29％、「全く

読まない」６％の回答でした。読んだ感想については、

多い順から「ためになる」43％、「興味深い」30％、「あ

まり面白くない」9％、「工夫が必要だ」7％、「面白い」

5％でした。読まない理由は、「面白みがない」1％、「関

心がない」1％、その他「知らなかった」1％と、無回答

3％でした。

　次に「議会だよりの今後に期待したいですか？」には、

「大いに期待したい」59％で、「少し期待したい」34％、

一方、「あまり期待しない」6％、「全く期待しない」1％

となりました。

　「期待したい点」では、「案件の進ちょく状況」が一番

多く、次に「ワンポイント解説」「村民の声」「読みやす

さ」と続きました。「期待しない点」では、内容が「分か

りにくい」「古い」「身近に感じない」などで、いずれも

少数意見でした。

　その上で「議会の広報活動で期待したいことは？」の

質問には、「議会だよりの充実」が期待度最大で、「イン

ターネット活用」「集落へ出前説明会」「現状でイイ」へ

と続きました。

　年四回発行の議会だよりに対して、率直な意見が得ら

れましたので、今後の議会広報編集活動に生かしていき

たいと思います。

　なお、回答者の内訳は、男女比が 4 対 6 で、世代横断

型の年齢区分となりました。1％は１名ということです。

　　　　　　　　　　　　　　　　（委員長　戸丸廣安）

　　 品村収穫祭は、第二回となり、本格的なものへと様変わりしました。念入りな準備の成果

　　 とも言えましょう。一日中好天に恵まれたことも手伝って、6,000 人を超える来場者（主

催者発表）があり、笠科神社の境内は賑わいました。

　議会としては、上記のアンケート調査実施と共に、2015 年 2 月のぐんま冬国体支援の半袖

シャツなどのグッズ販売を行いました。また国体宣伝用のクリアファイルやウエットティッシュ

などの配布を通じて、冬季国体へのご理解・ご協力を求めました。

村 民 の 声

Ｑ：議会だよりを
　  読んでいますか？

Ｑ：議会だよりを
　  読んだ感想は？

Ｑ：議会だよりの
　  今後に期待
　  したいですか？

全く読まない 6%

たまに読む

　　29%

開始前の全体写真 開 会 式

片



議 会 活 動 日 誌
８月

９月

９月

10月

編  

集  

後  

記

１２月議会を傍聴しませんか！

村民運動会（片中校庭） 大洗町との友好都市協定調印式（役場）

議 会 活 動 12

発
行
　
片
品
村
議
会
　  

責
任
者
　
飯
塚
　
美
明
　  

編
集
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　 

印
刷
所
　
笠
原
印
刷︵
有
︶

議会広報編集特別委員会

委員長

副委員長

委  員

委  員

委  員

委  員

委  員

戸丸　廣安

星野　千里

飯塚　美明

星野　精一

入澤登喜夫

千明　道太

梅澤　志洋

次回定例会は、12 月 5 日（金）の予定です。一般質問は、

 開会初日です。なお、一般質問の質疑応答の全文は、片品村公式ホームページにて閲覧できます。
写真はフルカラーです。　URL　http：//www.  vill. katashina.gunma.jp/

○傍聴のお知らせ

5 日

8 日

21日

22日

給食センター、観光施設、上下水道、

国保、介護の各委員会

議員会

国道120号線整備改良期成同盟会総会

議会運営委員会、議会全員協議会

4 日

  〃

6 日

8 日

11日

  〃

12日

議会運営委員会

第６回議会定例会（９月議会）開会、

決算説明

決算・補正予算説明会

村内各小学校運動会

総務文教・観光産業常任委員会

議会運営委員会

第６回議会定例会（９月議会）閉会、

議員会

片品中学校体育祭

  2 日

4 日

7 日

  〃 

〃 

  

〃 

19日

片品村敬老会

第５６回村民運動会

議会運営委員会

第７回議会臨時会

大洗町との友好都市協定調印式

総務文教常任委員会行政視察

（山口県周南市）

観光産業常任委員会行政視察

（岡山県真庭市）

消防団秋季点検

22日

26日

27日

28日

目黒区との交流会

（目黒区民まつり片品村コーナー出展）

檜枝岐村議会との交流会

議員会

北保育所運動会

片品保育所・南保育所運動会

第２回片品村収穫祭
（議会コーナー出展）

14日  〜  15日

18日  〜  19日

8日  〜  10日

4 日  〜  5 日

　
読
者
の
皆
様
、
日
頃
か
ら
、
議
会

だ
よ
り
を
楽
し
み
に
し
て
頂
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
︵
　
ペ
ー

ジ
参
照
︶
を
通
じ
て
、
議
会
だ
よ
り

へ
の
村
民
の
関
心
は
高
く
、
そ
の
充

実
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
の
で
、
安
堵
の
気
持
ち
と
共

に
、
さ
ら
な
る
編
集
努
力
を
課
せ
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
か
と
思
い
ま
す
が
、
一

年
前
の
議
会
だ
よ
り
よ
り
そ
の
発
行

が
一
か
月
近
く
早
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
も
、
作
成
ス
ピ
ー
ド
と
し

て
、
読
者
の
厳
し
い
目
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
点
と
思
っ
て
い
ま
す
。
誌
面

構
成
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
分
か
り

や
す
く
か
つ
読
み
や
す
い
も
の
に
し

て
い
き
ま
す
。

　

九
月
議
会
な
ら
で
は
の
掲
載
項
目

の
多
さ
が
あ
る
と
は
い
え
、
誌
面
に

写
真
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
比
較
的
少

な
か
っ
た
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し

た
い
も
の
で
す
。
皆
様
、
今
後
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集

特

別

委

員

長

戸
丸  

廣
安

︻

︻
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